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戦況

見出し グループＣを１位で突破したのはＥＳＰ、МＮＥは１点差に泣く

前半

予選ラウンド最終日、予選トップ通過はＭＮＥか、それともＥＳＰか、注目のカードは
ＭＮＥのスローオフで始まった。立ち上がりからどちらも速い攻撃を仕掛け、見ごたえ
のある激しい攻防となった。МＮＥが長身のポイントゲッターＮＯ３２のロングシュー
トやＲＢからのカットインなどで得点を挙げれば、ＥＳＰはＮＯ９９のミドルシュート
やＮＯ８６の７ｍスローなどで応酬し、一進一退の攻防が続いた。中盤は両チームとも
退場者を出す場面がみられたが、ＥＳＰはＮＯ８６のループシュートやフェイントから
のカットインなで個人技で得点し、徐々に差を広げた。しかし、МＮＥはＮＯ１ＧＫが
相手７ｍスローを阻止するなど好セーブを連発して流れをМＮＥに引き寄せた、МＮＥ
のＮＯ８０のカットインやＮＯ３４のポストシュートで追いついて前半を終えた。

後半

後半はＥＳＰのスローオフで始まった。МＮＥは一人退場した場面からのスタートで、
ＥＳＰは早いパス回しでＮＯ３９のカットインで確実に得点してリードを奪った。しか
し、ここからМＮＥはＰＶを使ったコンビネーションを展開し、ＮＯ３４のポスト
シュートとＮＯ４の７ｍスロー、ＮＯ９０のロングシュートなどで逆転した。さらにＮ
Ｏ１ＧＫの好守で点差を広げた。一方ＥＳＰは、ＮＯ８６のロングシュートやＮＯ２５
の７ｍスローで確実に得点を句点を重ね、残り７分、ついに２３－２３の同点となっ
た。ここからは、両チームとも意地と意地のぶつかり合い、一進一退の攻防が終盤まで
続いた。決着をつけたのは、やはりＥＳＰのＮＯ８６。残り３秒、フリースローからの
ミドルシュートで劇的勝利を挙げた。

戦況作成者 　　河　野　彰　寛
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